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研究成果の概要（和文）：本論文では、多民族国家であるインドネシアにおいて、民主化・地方分権化による社
会変化と教育変化を背景に、地域間や世代間にどのような価値志向の違いがあるのかを検討しました。５州６地
域を調査地として選択肢、三世代（中学生、大学生、中学生の保護者）に対して、地域、民族、国家アイデンテ
ィティおよびグローバル化に対する意識（愛着、貢献意識）についての質問紙調査を行いました。そして、国民
形成教育や各地域が抱える課題（宗教・民族抗争、地域開発、都市化）に関連する地域科の教育との関連性を考
察しました。

研究成果の概要（英文）：This research examines identity differences between regions and generations 
in light of social and educational changes resulting from democratization and decentralization in 
the multiethnic state of Indonesia. In five provinces, a questionnaire survey on regional, ethnic, 
and national identity and awareness of globalization was administered among three generational 
cohorts (middle school students, university students, and the parents of middle school students). 
The survey areas selected were Java (Jakarta, East Java) as the state’s political, economic, and 
social center and Eastern Indonesia (Maluku), which has a history of independence movements in the 
underdeveloped areas of its geographical surroundings, and West Kalimantan and West Sumatra. These 
results are examined with effects of Education for fostering National identity and Local subjects 
which conduct local issues (religious/ethnic conflict, local development and urbanization).

研究分野：比較教育学

キーワード： アイデンティティ　カリキュラム　グローカル・コンピテンシー　地域科　地域開発

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)インドネシア社会の近年の民主化と目覚
ましい経済発展、それに伴う（あるいはそれ
を引き起こした）人々の価値観の変容と教育
界のドラスティックな改革は非常に注目さ
れる。 
インドネシアは 20 年あまりの間に飛躍的な
経済発展を経験し、スハルト長期政権の終焉
（1987 年）後は社会の民主化が進み、人々
の価値志向と行動は、独立・国家開発への貢
献以上に個人の経済的発展・幸福の追求へと
大きく転換しつつある。また世代別に受けて
きた教育によっても違いが生じているよう
である。（現在 30代以上の人々は強い国家主
義的な教育、20年代の人々は地域主義的な教
育や国家体制を分析的に見る教育、10代はグ
ローバル時代を生き抜くコンピテンシーの
向上に重視した教育を受けてきている） 
(2)これらの教育界の大きな転換について、申
請者は 20 年前から行っている地域科研究、
さらにコンピテンシーカリキュラム研究を
生かして、包括的にインドネシア教育を明確
な分析視点（ナショナル・ローカル・グロー
バル）から世代間、地域間比較を可能にする。 
インドネシアでは、90年半ばからは地域で生
き抜く力（ローカル・コンピテンシー）の育
成が地域科の新設により重視されるように
なった。申請者はその地域科の成立発展過程
について、全州の傾向とともに各地域でのフ
ィールド調査を通してその特徴と課題につ
いて分析をしてきた。（中矢礼美「インドネ
シアにおける地域科の成立・展開過程の研
究」（博士論文）1998 他）。スハルト退陣後
90年代末からは、民主化の波に押されて国民
アイデンティティ教育の見直し、2004 年か
らはグローバル化が進む時代を生き抜く力
の育成が、コンピテンシーを基盤としたカリ
キュラムによって進められている状況につ
いても研究を行ってきた（中矢礼美「インド
ネシアにおけるコンピテンシーを基盤とす
るカリキュラムに関する研究」2007他）。こ
れらを基盤に、新しい人格形成教育科、英語
科、インドネシア語、社会科、公民教育など
を中心としたグローカルなコンピテンシー
がいかに教育されつつあるのか、地方分権化
が進むインドネシアにおいて、各地でどのよ
うに実施されているのかを明らかにする必
要がある。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、インドネシアにおいてグローカ
ル・コンピテンシー（グローバル時代に、国
民として、また地域社会の開発の担い手とし
て生き抜く力）がどのように育成されつつあ
るのかを、経年比較、地域比較調査をもとに
解明することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
＜現地調査地＞ 

６地域（ジャカルタ、東ジャワ州マラン、西
スマトラ州ムンタウェイ諸島シポラ島およ
びパダン、西カリマンタン州ポンティアナッ
ク、マルク州アンボン）の州教育局、県教育
事務所、各都市の大学、各地域の中学校 2校 
＜研究範囲＞ 
① ６地域における州レベルのモデルおよび
学校で開発・実施された地域科、社会科、
公民科、人格形成教育科の授業計画・教
材などの資料収集およびインタビューに
よる実践状況と課題などの事例収集、20
年間を振り返っての変化の意識 
② ６地域における中学校での地域科教育お
よびグローバル人材育成関連教育活動の
参与観察 
③ ６地域における中学生（10 代）の児童生
徒および保護者（30 代中）ならびに小学
校時代から地域科を受けている大学生
（20 代）にアンケート調査を行い、それ
ぞれのグローバル意識、国民意識、ロー
カル意識およびグローカルに生きる実践
能力に関する意識・行動調査 
＜分析フレームワーク＞ 
a.ナショナル・アイデンティティ教育→ナシ
ョナル・コンピテンシー（価値志向・行動） 
公民教育を中心に、ナショナル・アイデンテ
ィティ（国家愛、責任感、貢献意識）の醸成
が目指される。そのインプットの違いが結果
として、国家（国是パンチャシラ、国史、政
治）への帰属意識（愛着・誇り）、国家統合・
開発にむけた貢献意欲と具体的行動（国旗掲
揚、国歌斉唱、パンチャシラ斉唱、国家に貢
献する仕事や活動）にどのように影響してい
るか。 
b.ローカル・アイデンティティ教育→ローカ
ル・コンピテンシー（価値志向・行動） 
 地域科を中心に、ローカル・アイデンティ
ティ（地域愛、責任感、貢献意識）の醸成が
目指されている。そのインプットの違いが結
果として、地域社会・文化（郷土史、民族言
語・民族の慣習法、地域産業など）への帰属
意識（愛着・誇り）と貢献意欲、実際の行動
（地域の慣行的活動への参加、地域への貢献
する仕事や活動、地域産業への就職）にどの
ように影響しているか。 
c.グローバル・アイデンティティ→グローバ
ル・コンピテンシー（価値志向・行動） 
社会科、英語を中心にグローバル・アイデン
ティティ（グローバル社会の一員であること
のと自覚、責任感、貢献意識）の醸成が目指
される。そのインプットの違いが結果として
アジアや世界への帰属意識（愛着・誇り）、
グローバル化へのポジティブな思考（地球市
民意識、グローバル経済へのポジティブな思
考、グローバル時代の価値観の多様性の受け
入れ）と実際の行動（グローバルスタンダー
ドに基づく行動、グローバルな経済・社会活
動）にどのように影響しているか。 
 
 



４．研究成果 
 ６地域を並置比較するには至っていない
が、地域毎のグローカル・コンピテンシーの
価値志向および教育の関連の分析および二
地域間比較について分析を行うことができ
た。 
政治・経済・社会的に国家の中心であるジ
ャワ（東ジャワ州）と、地理的周辺の低開発
地域で独立運動の歴史を持つ東部インドネ
シア（マルク州）の比較を行った論文では、
以下について明らかにした。東ジャワの中学
生と保護者の地域、民族および国家アイデン
ティティは、マルクの人々よりも高いことが
分かった。これは、国家の中心にいる国内の
多数派民族の回答として予想される結果で
あった。しかし、東ジャワの大学生は同地域
の異なる世代と比べても、マルクの大学生と
比べても、国家アイデンティティが低いこと
が分かった。これは、彼らが受けたパンチャ
シラ教育（国家五原則を中心内容とする愛国
心を育てる教育）が、スハルト政権終焉直後
の影響で非常にネガティブであったことに
原因があると考えられる。マルクの人々は、
どの世代も国家アイデンティティが比較的
低いという結果が出た。これは、いずれの時
期においても中央からの教育への影響が弱
かったためではないかと推測される。またマ
ルクの中学生と大学生は、保護者世代よりも
地域愛着、民族愛着が強いという結果が出た。
これは、この地域での抗争（1999-2004）後
に積極的に進められてきた、地域を愛し、平
和を希求する地域教育の影響ではないかと
考えられる。グローバル化についてはマルク
の方が全体的にポジティブですが、両地域と
もインターネット使用率が高い大学生は、文
化への悪影響を心配しているという結果が
出た。 
そのほか、西カリマンタン州については民
族抗争を克服する地域科教育との文脈で、西
スマトラ州では地域開発（貢献）意識を高め
る可能性のある自民族文化を教える地域科
教育との関連で分析を行った。 
以上の調査では、どのような教育が人々の
グローカルコンピテンシー（特に価値志向）
に影響を与えたのかは推測の域を出ないが、
今後もインタビューや参与観察などで弱点
を補いつつ、教育効果の実際を視野に入れた
インドネシア教育の理解を進める必要があ
る。また、価値志向についてはある程度傾向
がつかめ、民族アイデンティティとの関係で
民族の一員としての行動についても把握は
できたが、国民として、グローバル市民とし
ての行動（力）については把握ができなかっ
た。今後の課題として引き続き取り組みたい。 
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